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BCO問題に対する対策とその後
• BCO問題の原因

• デコーダがデータを正しくデコードしていなかった。
• Martinにデコーダの修正を依頼

• 修正後のデコーダが正しく動いてくることの検証が必要
• 構造の理解を進める
• デコーダを作って、期待どおりのデータ構造になっていることを確認
した。

• その後
• 8 FELIXのデータを同時に呼んで解析する
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FELIXパケットの構造

• BCO_FULL毎に新しいFELIXパケットを作ると思っていたが、そうではなく、FELIXパケットとは関係なく
ヒットデータを連続して並べている。

• ラダー毎にこの構造になっているため、時間、ヒットなどが点でバラバラになる。 (次のページで例示)
• 疑問、ヒットがしばらく来ない場合、データ間の時間がかなり空いてしまうが、そうなっているのか？

• HITデータがたまるまでＦＥＬＩＸパケットを生成しないのか？
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ラダー1だけ考える。
• 3ヒットのイベントの次に4ヒットのイベント
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生データ

生データから抽出したFELIXパケット

BCOによるパケット分割の結果

生データを
BCO毎にした
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BCOFULLが昇順である確認
• 昇順であることを確認した。
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デコーダについて考える
• これまでのPacket

• 1Event中のヒットを全部変換
• EventはReadの区切りでBCOと関係がなかった

• 新しいPacketの提案
• 同一のBCOのヒット(全ラダー)が全部含まれている。

• 複数のイベントにまたがって、BCOが配置されている。
• データ構造自身は同じ
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Eventを読み、BCO毎にヒットをソートする

Status
Nhits

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)
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新デコーダによるINTT0のDUMP結果
• 各ラダーからのヒット

BCO_FULLでまとめるこ
とに成功

• このコードで現在
EventBaseのTreeを作っ
てもらっています
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イベント内のBCO_FULLばらつき

• BCO_FULLばらつき
1. 各ヒットのBCO_FULL
2. 最も主要なBCO_FULL
ばらつき＝1-2

ばらつき＝0にピーク。
そのイベントで、全ヒット
のBCO_FULLが同じ。こと
を示す
→ デコーダが正しく実装
できている。

以前のデコーダ
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各HitのBCO_FULL(下位7ビット)とBCOの差
• 差～125あたりにピー
ク

• Logで見ると、広く分
布している。

• BCO_FULLのばらつ
きがなくなっても、こ
の分布がばらついてい
る → BCOが問題。
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各HitのBCO_FULL(下位7ビット)とBCOの差 2

• Ladder vs BCOの差
• 特定のラダーがテールを
作っている

• この場合、Ladder＝１，6
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Ladder＝１と6に着目

• Ladderによって症状が異なる。
• Ladder＝１： 全てのチップからのBCOがおかしい
• Ladder＝６： Chip＝４からのBCOがおかしい

Ladder＝１のChip vs BCO差分布 Ladder＝6のChip vs BCO差分布
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Ladder＝6、Chip＝４に着目
• Chan＝127から出てきている。
Lad＝６，Chip＝４，
Chan＝127、BCO差＜110(赤四角)
のときのBCO分布。
BCO>120 異常、特に125の値が多い。
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8 FELIXからの出力を同時解析

• 8 FELIX サーバーはそれぞれEVTファイルを生成→ root files.
• このままでは8つのファイルを同期して解析するのが大変。

• 同期解析するためのツールを開発した
• InttEventSync class 

• 8 ファイルを読んで、BCOFULLで同期してイベント(InttEvent）を読み出す。
• 一致していることをBCO_FULLとEventCounterを使って確認

• 今、走っているEvent base Treeを作るコードも微修正しました。
• 同期をとるための変数を取り出しやすくした
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新デコーダによるINTT0とINTT6のDUMP結果比較
• EventCounterとBCOFull
の値が、INTT0(左)と
INTT6で常時一致。

• 目で確認しただけ
• どちらのデータもイベン
トカウンタが連続で昇順
で現れている。

• カウンタ値の飛びなし。

• ただし、スタートのイ
ベントがずれている。

• ずらしながら読む必要あ
り
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Example: read 8files and process them simultaneously 

• 1st read contains 33376 (7) and 33377 (1) 
th event.

• Process 33376 event to make a InttEvent by 
combining all hits

• 実装完成。 クラスタリングのコードも
そのまま動きます

1st read

Status
Event counter
Nhits

2nd read

3rd read

N
th

 e
vt

in
 fi

le
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Ncluster correlation with different Felix (Run10433)

• Clustering code makes “event based tree”
• Contains Nclusters in each FELIX[8] and Ladders[14]

ヒット相関も簡単に作れます2023/6/21 18



Felix ith vs 4
• A clear correlation 

for 6th vs 4th FELIX

• Others also have 
correlations but poor

• A lot of BG

• FELIX 0th look no 
good.
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Felix ith vs 5
• A clear correlation for 

5th vs 7th FELIX

• Why weak correlation 
with 4th?

• Probably bad run 
(10433)

• 良いRunを教えてくだ
さい
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まとめ
• デコーダ

• 自作デコーダによって、比較の準備はできた。
• Official版の動作確認ができたら、そちらに置き換える

• BCOのばらつき
• FELIX依存、ラダー依存、Run依存などを波多さんと共にスタディする

• 8ファイルの同時読み
• 準備した。
• 同期したInttEventは、もう一度ROOTファイルに出力していない→ できるので進める。

• 8ファイル同時読みのその後、
• INTTを用いたZvertex再構成を行う。

• BGカット：X＝0への外挿点でy～0付近
• R-Z 平面で、2点間を結ぶ直線を外挿しR=0でのZ分布を見る。
• 各線の焦点をZ位置にする
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